
スピリチュアルにありがちな「偽りの社会貢献」－ハートチャクラの癒し－

マジスピメルマガ：第318回より



スピリチュアル、自己啓発、政治界隈には「世のため人のため」に活動している人たちがいます。
でも、そのグループのリーダーは、自分の内側に「欠乏感」や「枯渇感」がないかどうか、注意深く観なければなりません。



■最近のカウンセリングの事例
・某インフルエンサー
・政治・経済・社会に対する関⼼が⾼い
・自分で組織を⽴ち上げ、世の中に貢献しようと努力している



しかし、オーラリーディングでその方のハートチャクラを観ると、かなり枯渇していました。
つまり、愛情が満たされていない。
（ハートチャクラ 胸のあたりのエネルギーセンサー：愛を司る場）





裏で他のメンバーの欠点を強く指摘したり、公開の場で激しく説教してしまう。
いつもどこかイライラしていて、人間関係のトラブルも数多くある。
せっかく社会貢献しようとしているにもかかわらず、敵をたくさん作ってしまう。



そういう人の周りには
「従順なイエスマン」しか残らない。
このパターンはスピリチュアル系、
あるいはカルト教団でもよく観られる。



「社会貢献」「魂の進化」「風の時代」
を謳っていながら、実際の⾏動は
「支配」「コントロール」そして
「“土の時代” への逆戻り」なのです。



どれほど良い活動をしても、ハートが満たされていない限り、本人は⼼から幸せにはなれません。
ハートチャクラが健全に機能するには、他者からではなく、自分が自分の存在をしっかり受け入れ、認めることです。



ハートチャクラが健全に機能すると、波動の全体が⾼いレベルで安定します。
そうなると「社会貢献しなければ、自分の価値がない」とか「喜ばれることをしなければ、人から認めてもらえない」とか、「怖れ」から動く必要がなくなる。



結局、良い人間関係に恵まれるのは「ハートが満たされている人」です。
自然に湧いてくる前向きな意欲によって、無理なく社会貢献する⽣き方ができる。
これが【真のスピリチュアル】です。



まず、自分が⼼から幸せになることに、エネルギーを向けましょう。
自分を傷つける偽りの自己犠牲ではなく、自分が幸せになることを、自分にゆるす。
自分が⼼から満たされたら、その波動・波紋は自然と広がっていきます。



幸せに⽣きるのは、
あなたの権利であり、
そして、義務なのです。
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